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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Integration Worklist コンソールの使用方法につ
いて説明します。

注意 : Worklist ク ラ イアン トは、 この リ リースの  WebLogic Integration から非推
奨になっています。 これに代わる機能の詳細は、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「Worklist の起動と終了」 では、 Worklist の起動と終了、 および 
WebLogic Integration サーバの切断と再接続に関する手順について説明しま
す。

� 第 2 章 「タスクを使った作業」 では、 Worklist のタスク機能について説明し
ます。

� 第 3 章 「ワークフローを使った作業」 では、 ワークフロー機能について説明

します。

� 第 4 章 「ワークフローのカスタマイズ」 では、 Worklist の表示と動作をカス
タマイズする方法について説明します。

� 第 5 章 「ツールを使った作業」 では、 ユーザが使用できる  Worklist ツールに
ついて説明します。

対象読者

このマニュアルは、 ワークフロー タスクを実行するユーザを対象と しています。
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e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ ト で入手できます。
BEA のホーム  ページで [製品のドキュ メン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 フ ァ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

以下の WebLogic Integration ドキュ メン ト には、 この製品の使用に関連した情報
が含まれています。

� BPM ユーザーズ ガイ ド

� WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド
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サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送 り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールの メ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration ドキュ メン トの リ
リース番号をお書き添えください。

本バージ ョ ンの WebLogic Integration Worklist について不明な点がある場合、 ま
たは Worklist のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport 
（http://websupport.bea.com/custsupp） を通じて BEA カスタマ サポート ま
でお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。
WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド vii



表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{} 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...
viii WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド



| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガイ ド ix
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1 Worklist の起動と終了

注意 : Worklist ク ラ イアン トは、 この リ リースの  WebLogic Integration から非推
奨になっています。 これに代わる機能の詳細は、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

Worklist コンソールを起動および終了する方法と、 WebLogic Integration サーバ
を切断および再接続する方法について、 以下の節で説明します。

� Worklist の起動

� Worklist の終了

� WebLogic Integration サーバからのログオフ

� WebLogic Integration サーバへのログオン

Worklist の起動

Worklist を起動するには、 次の手順を実行します。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� Windows システムでは、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic 
Platform 7.0｜WebLogic Integration 7.0｜Worklist] の順に選択します。

� UNIX システムの場合は、 WLI_HOME/bin ディ レ ク ト リで [worklist] コ
マンドを実行します。

たとえば、 WebLogic Integration を  
/home/bea/weblogic700/integration ディ レク ト リにインス トールし
た場合、 次のよ うに入力します。

cd /home/bea/weblogic700/integration/bin

. ./worklist
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1 Worklist の起動と終了
[WebLogic Integration へのログオン ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

図 1-1   [WebLogic Integration へのログオン ] ダイアログ ボックス

2. [ ユーザ名 ] フ ィールドにユーザ名を入力します。

3. [パスワード ] フ ィールドにパスワードを入力します。

4. [ サーバ URL （プロ ト コル : ホス ト  : ポート ） ] フ ィールドで、 WebLogic 
Integration サーバを稼働させるシステムを次のよ うに指定します。

t3://host:7001

host は、 WebLogic Integration サーバを稼働させるシステムのコンピュータ
名または IP アドレスです。 サーバが Worklist と同じ コンピュータ上で稼動
している と きは localhost と指定します。

5. [OK] ボタンをク リ ッ ク します。 Worklist が表示されます。
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Worklist の終了
図 1-2   Worklist のメイン ウィンドウ

[ ユーザ ID] タブと  [ ロール ] タブに表示される情報は、 選択したオーガニゼー
シ ョ ンによって異な り ます。 1 つのオーガニゼーシ ョ ンでさ まざまなビジネス  エ
ンテ ィテ ィや地理的な位置を表すこ とができます。 ツールバーの右側にある ド
ロ ップダウン リ ス ト を使用して、 自分が属する全オーガニゼーシ ョ ンに関する
タスク情報を表示します。

Worklist の終了

Worklist コンソールを終了するには、 メニュー バーから  [ ファ イル (F)｜終了
(X)] を選択します。 保存されていない変更内容が自動的に保存されます。
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1 Worklist の起動と終了
WebLogic Integration サーバからのログオ
フ

WebLogic Integration サーバからログオフするには、 メニュー バーから  [ ファ イ
ル (F)｜ログオフ (O)] を選択します。 メ イン  ウ ィ ン ド ウ上のツールバー アイコ
ンおよび [ タスク (T)] と  [ヘルプ (H)] を除くすべてのメニューが無効にな り ま
す。 また、 Worklist コンソールが WebLogic Integration サーバから切断されます。

WebLogic Integration サーバへのログオン

ログオフした後で WebLogic Integration サーバに再接続する手順は次のとおりで
す。

1. メニュー バーから  [ ファ イル (F)｜ログオン (L)] を選択します。 [WebLogic 
Integration へのログオン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [ ユーザ名 ] フ ィールドにユーザ名を入力します。

3. [パスワード ] フ ィールドにパスワードを入力します。

4. [ サーバ URL （プロ ト コル : ホス ト  : ポート ） ] フ ィールドで、 WebLogic 
Integration サーバを稼働させるシステムを次のよ うに指定します。

t3://host:7001

host は、 WebLogic Integration サーバを稼働させるシステムのコンピュータ
名または IP アドレスです。 サーバが Worklist と同じ コンピュータ上で稼動
している と きは localhost と指定します。

5. [OK] ボタンをク リ ッ ク します。 [Worklist] ウ ィ ンド ウが表示されます。
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2 タスクを使った作業

注意 : Worklist ク ラ イアン トは、 この リ リースの  WebLogic Integration から非推
奨になっています。 これに代わる機能の詳細は、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

Worklist タスクを使用した作業方法について、 以下の節で説明します。

� Worklist タスクの概要

� タスク  プロパティの変更

� タスクの実行

� タスク  ステータスの変更

� タスクの再割り当て

Worklist タスクの概要

WebLogic Integration Studio を使用して、 ワークフローのタス クを最初に定義す
る と き、 そのタスクに対して特定のパーミ ッシ ョ ンを設定します。 このパーミ ッ
シ ョ ンによ り、 ワークフロー内の特定タスクを使用して実行できるアクシ ョ ンが
決ま り ます。 詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』
を参照して ください。

Worklist には、 以下の 3 種類のタスク  パーミ ッシ ョ ンがあ り ます。

� [ ユーザ ] －タスクは特定のユーザ ID に割り当てられます。 指定されたユー
ザだけが、 そのタスクを実行できます。 ただし、 そのユーザが別のユーザに
タスクを再割り当てするこ と もできます （再割り当てを実行できるのは、
ユーザが再割り当てパーミ ッシ ョ ンを持つ場合に限られます）。

注意 : メ イン ウ ィ ンド ウに表示される最初のタブは [ ユーザ ID] タブです。 こ
こには、 自分のユーザ ID に割り当てられたタスクが表示されます。
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2 タスクを使った作業
� [ ロール内のユーザ ] －タスクはロールに割り当てられます。 ロールとは、 個
人 （バイヤやスーパーバイザなど） のグループによって共有される責任、 能
力、 または許可レベルの共通領域のこ とです。

ユーザは任意の数のロールに所属できます。 その場合、 各ロールはタブで表
され、 メ イン ウ ィ ン ドウで [ ユーザ ID] タブの右側に表示されます。 ロール
に含まれるタスクを実行できるのは、 そのロールに属するユーザに限られま
す。 そのロールのメ ンバーならば、 誰でもそのロールに割り当てられたタス
クを受けて実行できます。

� [ ロール内のユーザ ] －タスクは、 ロールに属する任意のユーザに対して割り
当てられます。 選択されたロールに属するユーザの中から、 実行担当タスク
が最も少ないユーザに対して自動的にタスクが割り当てられます。

タスク プロパティの変更

タスクのプロパテ ィを変更する手順は次のとおりです。

1. [ ユーザ ID] タブまたは該当する  [ ロール ] タブで、 プロパテ ィ を変更するタ
スクを選択します。

2. メニュー バーから  [ タスク (T)｜プロパテ ィ (P)] を選択します。 [ タスクの
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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タスク  プロパテ ィの変更
図 2-1   [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボックス

3. [優先度 ] ド ロ ップダウン リ ス ト から、 該当するタスクの優先度を選択しま
す。

4. 以下のタスク  パーミ ッシ ョ ンから任意の数のチェ ッ クボッ ク スを選択しま
す。

� [実行時に変更 ] －ユーザがタスク  パーミ ッシ ョ ンを変更できるかど うか
を指定します。 このパーミ ッシ ョ ンが設定されていないユーザは [ タスク
のプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで他のパーミ ッシ ョ ンを選択できま
せん。

� [実行せずに完了マークを付ける ] －ユーザがタスクのステータスを実行
済みに変更できるかど うかを指定します。

� [完了マークがあれば再実行 ] －タスクがすでに完了している と きでも、
ユーザがそのタスクを実行できるかど うかを指定します。

� [完了マークがあれば外す ] －ユーザがタスクのステータスを保留中に変
更できるかど うかを指定します。

� [実行時に再割り当て ] －ユーザがタスクの再割り当てを実行できるかど
うかを指定します。
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2 タスクを使った作業
5. [OK] ボタンをク リ ッ ク してプロパティの変更内容を保存し、 ダイアログ  
ボッ ク スを閉じます。

タスクの実行

実行できるタスクは、 保留中でかつ自分に割り当てられたタスク、 自分が所属す
るロールに割り当てられたタス ク、 またはロールに属する任意のユーザに割り当
てられたタスクに限られます。

タスクを実行する手順は次のとおりです。

1. [ ユーザ ID] タブまたは該当する  [ ロール ] タブで、 実行するタスクを選択し
ます。

2. メニュー バーから  [ タスク (T)｜実行 (E)] を選択します。

実際にタスクによって実行される処理は、 ワークフロー設計時点でのタスクの定
義によって決ま り ます。 詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザー
ズ ガイ ド 』 を参照して ください。

タスク ステータスの変更

タスクのステータスは、 保留中から実行済み、 または実行済みから保留中に変更
できます。

タスク ステータスを実行済みに変更

タスクのステータスを保留中から実行済みに変更する手順は次のとおりです。

1. [ ユーザ ID] タブまたは該当する  [ ロール ] タブで、 変更するタスクを選択し
ます。

2. メニュー バーから  [ タスク (T)｜完了マークを付ける (M)] を選択します。
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タスクの再割り当て
タスクのステータスを実行済みに変更する と、 タスク完了日付に現在の日付が設
定され、 実行済みフラグが付いたタスクのイベン トに対して定義されているアク
シ ョ ンが実行されます。 タスクのステータスを実行済みに変更できるかど うか
は、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで設定したパーミ ッシ ョ ンに
よって決ま り ます。 詳細については、 「タス ク  プロパテ ィの変更」 を参照して く
ださい。

タスク  ステータスを保留中に変更

タスクのステータスを実行済みから保留中に変更する手順は次のとおりです。

1. [ ユーザ ID] タブまたは該当する  [ ロール ] タブで、 変更するタスクを選択し
ます。

2. メニュー バーから  [ タスク (T)｜完了マークを外す (U)] を選択します。

タスクのステータスを保留中に変更する と、 タスク完了日付が消去されます。 こ
のアクシ ョ ンは、 完了していないタスクには影響しません。 タスクのステータス
を保留中に変更できるかど うかは、 [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クス
で設定したパーミ ッシ ョ ンによって決ま り ます。 詳細については、 「タス ク  プロ
パテ ィの変更」 を参照して ください。

タスクの再割り当て

タスクの再割り当ては、 以下の場合に限られます。

� 現在該当するタスクが自分に割り当てられている場合、 自分が属するロール

に割り当てられている場合、 またはロールに属する任意のユーザに割り当て
られている場合。

� [ タスクのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスで、 タスク再割り当てパーミ ッ
シ ョ ンが設定されている場合。 詳細については、 「タス ク  プロパティの変更」
を参照して ください。

タスクを再割り当てする手順は次のとおりです。
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2 タスクを使った作業
1. [ ユーザ ID] タブまたは該当する  [ ロール ] タブで、 再割り当てするタスクを
選択します。

2. メニュー バーから  [ タスク (T)｜再割り当て (R)] を選択します。 [ タスクの
再割り当て ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 2-2   [ タスクの再割り当て ] ダイアログ ボックス

3. 再割り当ての対象に応じて、 以下に示す手順のいずれかを選択します。

別のユーザに対して再割り当てする手順は次のとおりです。

a. [ ユーザ ] ラジオ ボタンをク リ ッ ク します。

b. タスクを含むワークフローと関連付けられているものと同じオーガニ
ゼーシ ョ ンの [割り当て対象 ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、 別のユーザを選
択します。

タスクが割り当てられているロールに属するユーザに対して再割り当てする
手順は次のとおりです。

a. [ ロール ] ラジオ ボタンをク リ ッ ク します。

b. タスクを含むワークフローと関連付けられているものと同じオーガニ
ゼーシ ョ ンの [割り当て対象 ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、 ロールを選択し
ます。

ロールに属するユーザに対して再割り当てする手順は次のとおりです。
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タスクの再割り当て
a. [ ロール内のユーザ ] ラジオ ボタンをク リ ッ ク します。

b. [割り当て対象 ] ド ロ ップダウン リ ス ト でロールを選択します。 実行時に
は、 そのロールに属するユーザの中から、 現在割り当てられているタス
ク数の最も少ないユーザに対して自動的にタスクが割り当てられ、 負荷
が分散されます。

4. [OK] ボタンをク リ ッ ク して、 再割り当ての変更内容を保存し、 ダイアログ  
ボッ クスを閉じます。
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3 ワークフローを使った作業

注意 : Worklist ク ラ イアン トは、 この リ リースの  WebLogic Integration から非推
奨になっています。 これに代わる機能の詳細は、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

Worklist ワークフローを使用した作業方法について、 以下の節で説明します。

� ワークフローの開始

� ワークフロー ステータスの表示

ワークフローの開始

ワークフローを開始する手順は次のとおりです。

1. メニュー バーから  [ ワークフロー (W)｜ワークフローを開始 (S)] を選択しま
す。 [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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3 ワークフローを使った作業
図 3-1   [ ワークフローを開始 ] ダイアログ ボックス

2. [ オーガニゼーシ ョ ンを選択 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 開始するワーク
フローに関連するオーガニゼーシ ョ ンを選択します。 この リ ス トには、 ユー
ザが所属するオーガニゼーシ ョ ンがすべて表示されます。

3. 開始するワークフローを  [開始するワークフローを選択 ] スク ロール リ ス ト
から選択します。 この リ ス ト には、 ユーザが手動で開始して使用できるすべ
てのワークフロー テンプレート定義が表示されます。 手動で開始するワーク
フローは、 設計時にアクティブかつ手動開始対象と して定義します。

4. [OK] ボタンをク リ ッ ク して、 ワークフローを開始します。 開始中に実行され
る処理は、 設計時に作成されたワークフローの定義によって異なり ます。 詳
細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド  』 を参照して
ください。
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ワークフロー ステータスの表示
ワークフローが正常に開始する と、 確認ダイアログ  ボッ クスが表示されま
す。

図 3-2   [確認 ] ダイアログ ボックス

5. [了解 ] ボタンをク リ ッ ク して、 ダイアログ  ボッ クスを閉じます。

ワークフロー ステータスの表示

選択したタスクのワークフローと関連するすべてのタスクのステータスを表示す
る手順は次のとおりです。

1. [ ユーザ ID] タブまたは該当する  [ ロール ] タブで、 ワークフロー ステータス
を表示するタスクを選択します。

2. メニュー バーから  [ ワークフロー (W)｜ワークフロー ステータス (S)] を選
択します。 [ ワークフローのステータス ] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。

図 3-3   [ワークフローのステータス ] ダイアログ ボックス
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3 ワークフローを使った作業
必要に応じて、 [ タスク ] カラム内に リ ス ト される任意のタスクを右ク リ ッ
ク します。 ポップアップ メニューに、 そのタスクを使用して実行できるすべ
てのアクシ ョ ンが表示されます。
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4 ワークフローのカスタマイズ

注意 : Worklist ク ラ イアン トは、 この リ リースの  WebLogic Integration から非推
奨になっています。 これに代わる機能の詳細は、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

Worklist の表示と動作をカスタマイズする方法について、 以下の節で説明しま
す。

� タスク  ステータスを使った作業

� 表示するカラム見出しの選択

� タスクのソート順の選択

� 表示オプシ ョ ンの選択

タスク  ステータスを使った作業

タスクのステータスを更新した り、 [ ユーザ ID] タブや [ ロール ] タブに表示す
るタスク  ステータスのカテゴ リ を選択できます。

タスク  ステータスの更新

メニュー バーから  [表示 (V)｜最新の情報に更新 (F5)(R)] を選択する と、 [ユー
ザ ID] タブおよび [ ロール ] タブに表示されるすべてのタスク  ステータスが更新
されます。
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4 ワークフローのカスタマイズ
表示するタスク ステータス カテゴリの選択

[ ユーザ ID] タブおよび [ ロール ] タブに表示するタスク  ステータス  カテゴ リ を
選択する手順は次のとおりです。

1. メニュー バーから  [表示 (V)] を選択します。 タスク  ステータスに対応した [
保留中 (P)]、 [完了 (D)]、 および [非アクテ ィブ (I)] チェ ッ クボッ ク スの リ ス
ト が表示されます。

2. 表 4-1 を使用して、 表示するタスク  ステータス  カテゴ リから任意の数の
チェ ッ クボッ クスを選択します。 選択したステータス  カテゴ リに基づいて、
タスクが [ ユーザ ID] タブおよび [ ロール ] タブ上に表示されます。

表示するカラム見出しの選択

[ ユーザ ID] タブおよび [ ロール ] タブに表示するカラム見出しを選択する手順
は次のとおりです。

1. メニュー バーから  [表示 (V)｜カラム (C)] を選択します。 [ カラム ] ダイア
ログ  ボッ クスが表示されます。

表 4-1  表示対象のタスク ステータス カテゴリ

ステータス カテゴリ 説明

[保留中 (P)] まだ実行されていない保留中のタス ク

[完了 (D)] 実行済みのタス ク

[非アクテ ィブ (I)] ワークフロー内で開始されていない非アク

ティブなタスク
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タスクのソー ト順の選択
図 4-1   [ カラム ] ダイアログ ボックス

2. [使用できるカラム ] または [表示されているカラム ] のスク ロール リ ス ト か
ら、 カラムの見出しを選択します。

3. 該当する矢印をク リ ッ ク します。 選択した見出しのステータスが、 [使用で
きるカラム ] から  [表示されているカラム ]、 または [表示されているカラム
] から  [使用できるカラム ] に変わり ます。

注意 : [ ステータス ] カラム見出しは表示するタスク  ステータス  カテゴ リ を
選択するために、 必ず表示される必要があ り ます。 詳細については、
「表示するタスク  ステータス  カテゴ リの選択」 を参照して ください。

4. 該当する矢印をク リ ッ ク します。 スク ロール リ ス ト内で選択肢の位置を上ま
たは下に移動します。 リ ス ト内で表示されるカラムの位置 （上から下） に
よって、 [ ユーザ ID ] タブおよび [ ロール ] タブ上のカラム見出しの位置
（左から右） が決ま り ます。

5. [OK] ボタンをク リ ッ ク して、 カラム見出しの変更内容を保存し、 ダイアログ  
ボッ クスを閉じます。

タスクのソート順の選択

[ ユーザ ID] タブおよび [ ロール ] タブ上のタスクのソート順を選択する手順は
次のとおりです。
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4 ワークフローのカスタマイズ
1. メニュー バーから  [表示 (V)｜ソー ト (S)] を選択します。[ ユーザ ID] タブお
よび [ ロール ] タブに表示されるカラム見出しに対応したラジオ ボタンの リ
ス トが表示されます。

2. タスクのソー ト で使用するカラム見出しのラジオ ボタンを選択します。

注意 : 選択したカラム見出しを基準にタスクを昇順でソー トするには、 [昇順 ] 
チェ ッ クボッ クスを選択します。 このチェ ッ クボッ クスを選択しないと、
[ ユーザ ID] タブおよび [ ロール ] タブのタスクは降順でソー ト されます。

表示オプションの選択

Worklist コンソールに関する表示オプシ ョ ンを選択する手順は次のとおりです。

1. メニュー バーから  [表示 (V)｜ルッ ク & フ ィール (L)] の順に選択します。使
用可能なさ まざまなユーザ環境に対応したラジオ ボタンの リ ス ト が表示され
ます。

2. Worklist コンソールに表示するユーザ環境のラジオ ボタンを選択します。
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5 ツールを使った作業

注意 : Worklist ク ラ イアン トは、 この リ リースの  WebLogic Integration から非推
奨になっています。 これに代わる機能の詳細は、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

Worklist ツールの使用方法について、 以下の節で説明します。

� ログオン タスク  ステータスの表示

� タスク  オプシ ョ ンの指定

ログオン タスク ステータスの表示

ログオン タスク  ステータスを表示する手順は次のとおりです。

1. メニュー バーから  [ ツール (O)] を選択します。 [ ログオン ステータスを表示
(L)] チェ ッ クボッ クスが表示されます。

2. このチェ ッ クボッ ク スを選択し、 ログオン  タスク  ステータスを表示します。
この機能を有効にする と、 ログオン中は [Worklist Status] ダイアログ  ボッ ク
スに、 保留中のタスク と期限切れのタスクの数が表示されます。

注意 : ログオン タスク  ステータスの表示を有効 /無効にするためのパーミ ッ
シ ョ ンは、 [ タスクのプロパテ ィ ] ダイアログ  ボッ クスで設定します。
詳細については、 「タス ク  プロパティの変更」 を参照して ください。
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5 ツールを使った作業
タスク オプションの指定

タスク  オプシ ョ ンを指定する手順は次のとおりです。

1. メニュー バーから  [ ツール (O)｜オプシ ョ ン (N)] を選択します。 [ ワーク リ
ス ト  オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 5-1   [ ワークリスト  オプション ] ダイアログ ボックス

2. Worklist のコンフ ィグレーシ ョ ン オプシ ョ ンは以下のとおりです。

� [ タスク通知を有効化 ] チェ ッ クボッ クスを選択する と、 ユーザに新しい
タスクが割り当てられたと きに自動で通知されます。 ユーザが新しいタ
スクを受け取る と、 下記の通知ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 5-2   [新しいタスクの通知 ] ダイアログ ボックス

� [ オーディオ ファ イルを再生 ] フ ィールドに WAV ファ イルまたは AU 
ファ イル名を指定する と、 タス ク通知を受信した と きにそのファ イルが
再生されます。
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タスク  オプシ ョ ンの指定
システム内のオーディオ ファ イルを参照するには、 [ オーディオ ファ イ
ルを再生 ] フ ィールドの右側にあるボタンをク リ ッ ク します。 次に、 使用
するオーディオ ファ イルを選択します。

� [定期通知の間隔 （秒） ] フ ィールドに、 タスク通知を連続して行う頻度
を指定できます。 たとえば、 仕事の邪魔にならないよ うに、 通知間隔を  5 
分よ り長く設定できます。

3. [OK] ボタンをク リ ッ ク して、 オプシ ョ ンの変更内容を保存し、 ダイアログ  
ボッ クスを閉じます。
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